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資
料
紹
介 

北
川
徹
三
関
係
資
料
と
荒
勝
文
策
書
簡
に
つ
い
て 

久
保 

健
至 

  

当
館
一
階
常
設
展
示
室
「
呉
の
歴
史
」
に
あ
る
「
呉
と
原
爆
」
で
は
、
京
都
帝
国
大
学

教
授
（
当
時
）
荒
勝
文
策
が
、
海
軍
技
術
研
究
所
に
勤
務
し
て
い
た
北
川
徹
三
技
術
中
佐

宛
て
に
発
信
し
た
電
報
一

が
展
示
さ
れ
て
い
る
。 

 

本
電
報
は
、
昭
和
二
十
年
八
月
十
五
日
に
京
都
よ
り
発
信
さ
れ
た
も
の
で
「
新
爆
弾
ハ

原
子
核
爆
弾
ト
判
明
ス 

委
細
ア
ト 
荒
勝
」
二

と
あ
る
。
ま
た
そ
の
後
、
京
都
帝
国
大

学
の
調
査
団
が
作
成
し
た
原
爆
の
調
査
報
告
書
に
つ
い
て
も
、
同
コ
ー
ナ
ー
に
展
示
し
て

い
る
。 

電
報
に
あ
る
「
委
細
ア
ト
」
に
該
当
す
る
の
が
、
荒
勝
よ
り
北
川
に
宛
て
ら
れ
た
書
簡

で
あ
る
。
こ
れ
に
は
、
簡
略
的
で
は
あ
る
が
、
調
査
団
が
広
島
に
投
下
さ
れ
た
新
爆
弾
の

正
体
を
原
子
爆
弾
で
あ
る
と
確
定
す
る
に
至
っ
た
経
緯
な
ど
が
記
載
さ
れ
て
お
り
、
調
査

状
況
を
荒
勝
本
人
が
つ
づ
っ
た
資
料
と
し
て
非
常
に
貴
重
な
も
の
で
あ
る
。 

 

こ
の
他
に
も
、
荒
勝
よ
り
北
川
に
宛
て
ら
れ
た
書
簡
二
通
を
当
館
で
所
蔵
し
て
お
り
、

終
戦
間
も
な
い
時
期
に
お
け
る
、
荒
勝
の
心
境
な
ど
を
伺
う
上
で
非
常
に
重
要
な
資
料
で

あ
る
。 

 

本
稿
で
は
、
こ
の
荒
勝
が
北
川
に
宛
て
た
書
簡
三
通
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
こ
こ
に

記
載
さ
れ
た
内
容
を
詳
細
に
み
て
い
く
。
当
時
の
国
内
で
は
、
原
子
核
物
理
学
の
第
一
人

者
で
あ
っ
た
荒
勝
が
、
原
子
爆
弾
や
原
子
力
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
て
い
た
の

か
。
そ
の
一
端
を
明
ら
か
に
し
た
い
。 

 
 一 

当
館
所
蔵
の
原
爆
調
査
資
料
と
原
爆
調
査
団
に
つ
い
て 

 

本
題
に
入
る
前
に
ま
ず
、
当
館
所
蔵
の
原
爆
調
査
資
料
の
概
要
に
つ
い
て
述
べ
た
い
。 

 

当
館
に
は
、
二
つ
の
資
料
群
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
一
つ
は
、
北
川
徹
三
関
係
資
料
、

も
う
一
つ
は
国
府
津
幸
直
関
係
資
料
で
あ
る
。 

 

北
川
徹
三
関
係
資
料
は
、
海
軍
の
技
術
士
官
で
あ
っ
た
北
川
徹
三
技
術
中
佐
の
旧
蔵
文

書
（
計
八
一
点
）
で
あ
る
。
北
川
は
、
昭
和
六
（
一
九
三
一
）
年
に
京
都
帝
国
大
学
理
学

部
化
学
科
卒
業
後
、
技
術
士
官
と
し
て
海
軍
に
任
官
。
以
後
、
海
軍
火
薬
本
廠
研
究
部
な

ど
を
経
て
、
広
島
へ
の
原
爆
投
下
当
時
に
は
、
海
軍
技
術
研
究
所
化
学
研
究
部
一
科
主
任
・

業
務
主
任
の
地
位
に
あ
っ
た
三

。
北
川
は
、
海
軍
の
原
爆
開
発
計
画
で
あ
る

F

研
究
四

の

連
絡
将
校
と
し
て
、
研
究
に
取
り
組
ん
で
い
た
荒
勝
文
策
（
京
都
帝
国
大
学
理
学
部
教
授
）

研
究
室
と
打
ち
合
わ
せ
を
行
う
な
ど
関
わ
り
を
持
っ
て
い
た
。
そ
う
し
た
経
緯
が
あ
っ
た

た
め
か
、
昭
和
二
十
年
八
月
十
五
日
、
広
島
に
原
爆
が
投
下
さ
れ
る
と
、
海
軍
省
の
要
請

に
よ
り
編
成
さ
れ
た
海
軍
広
島
調
査
団
（
大
本
営
海
軍
部
調
査
団
）
五

の
メ
ン
バ
ー
と
し

て
召
集
さ
れ
る
。 

 

同
調
査
団
は
、
七
日
夕
方
に
東
京
を
出
発
し
八
日
に
岩
国
に
着
。
九
日
に
広
島
入
り
を

し
、
す
で
に
到
着
し
て
い
た
呉
鎮
守
府
の
調
査
団
と
合
流
し
調
査
を
実
施
。
し
か
し
、
ソ

連
の
対
日
参
戦
の
知
ら
せ
を
受
け
、
北
川
を
残
し
翌
十
日
に
は
東
京
へ
帰
っ
て
い
る
。
北

川
は
十
日
に
到
着
し
た
荒
勝
率
い
る
京
都
帝
国
大
学
調
査
団
と
と
も
に
広
島
市
内
の
試

料
採
取
な
ど
の
調
査
を
行
い
、
結
果
を
海
軍
省
な
ど
に
報
告
し
た
六

。 

 

こ
う
し
た
経
緯
よ
り
、
本
資
料
群
に
は
、
冒
頭
で
触
れ
た
荒
勝
の
電
報
や
書
簡
に
加
え
、

海
軍
調
査
団
の
編
成
に
関
す
る
書
類
や
広
島
に
て
行
わ
れ
た
陸
海
軍
合
同
の
研
究
会
議

に
つ
い
て
の
メ
モ
な
ど
、
調
査
団
の
実
態
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
貴
重
な
資
料
が
含
ま
れ

て
い
る
。
ま
た
、
京
大
調
査
団
の
調
査
報
告
書
も
本
資
料
群
に
含
ま
れ
て
い
る
。 

 
神
津
幸
直
関
係
資
料
は
、
神
津
幸
直
海
軍
少
佐
の
旧
蔵
資
料
（
計
四
九
点
）
で
あ
る
。

神
津
は
、
昭
和
七
（
一
九
三
二
）
年
、
海
軍
兵
学
校
（
六
十
期
）
を
卒
業
後
、
艦
隊
勤
務

な
ど
を
経
て
昭
和
一
五
年
（
一
九
四
〇
）
年
東
京
帝
国
大
学
工
学
部
火
薬
学
科
に
入
学
し
、

昭
和
一
七
（
一
九
四
二
）
年
に
卒
業
し
て
い
る
。
以
後
は
、
火
工
兵
器
を
専
門
と
す
る
技
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術
者
と
な
り
、
昭
和
一
八
（
一
九
四
三
）
年
、
呉
海
軍
工
廠
砲
熕
実
験
部
々
部
員
兼
検
査

官
及
び
同
廠
火
工
部
検
査
官
の
地
位
に
つ
い
た
七

。 

 

昭
和
二
十
年
八
月
六
日
の
時
点
で
も
同
職
に
あ
っ
た
神
津
は
、
上
司
で
あ
っ
た
三
井

再
男

ま

た

お

大
佐
（
当
時
、
呉
工
廠
火
工
部
長
）
を
中
心
と
す
る
呉
鎮
守
府
の
原
爆
調
査
団
に
参

加
す
る
。
三
井
は
、
北
川
と
同
じ
くF

研
究
の
連
絡
将
校
を
務
め
た
経
験
が
あ
り
、
原
子

爆
弾
に
つ
い
て
は
あ
る
程
度
関
知
し
て
い
た
。
六
日
、
呉
市
吉
浦
の
呉
工
廠
火
工
部
に
あ

っ
た
山
上
よ
り
広
島
方
面
に
上
が
っ
た
キ
ノ
コ
雲
を
目
撃
し
、
原
子
爆
弾
投
下
の
可
能
性

を
直
感
し
た
三
井
は
八

、
同
日
、
部
下
五
名
を
広
島
へ
派
遣
。
本
件
に
つ
い
て
、
工
廠
長

に
も
報
告
を
行
い
、
翌
日
編
成
さ
れ
た
呉
鎮
守
府
調
査
団
（
十
二
名
）
を
率
い
て
広
島
に

て
調
査
を
実
施
す
る
。 

 

広
島
市
内
に
て
、
負
傷
者
・
遺
体
の
状
態
や
建
物
の
損
壊
状
況
な
ど
を
調
査
。
さ
ら
に
、

広
島
文
理
科
大
学
（
現
、
広
島
大
学
）
教
員
の
情
報
に
よ
り
、
病
院
地
下
室
に
保
管
さ
れ

て
い
た
レ
ン
ト
ゲ
ン
フ
ィ
ル
ム
が
感
光
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
新
型
爆
弾
の
正
体
が
原
爆

で
あ
る
可
能
性
を
導
き
出
し
た
。
翌
八
日
に
は
、
こ
れ
ら
の
情
報
を
ま
と
め
た
報
告
書
を

呉
鎮
守
府
名
で
作
成
し
、
海
軍
省
等
へ
発
信
す
る
。
こ
れ
が
、
原
爆
投
下
後
初
め
て
公
式

に
行
わ
れ
た
調
査
報
告
と
な
っ
た
。 

 

本
資
料
群
に
は
、
こ
の
報
告
書
の
他
、
呉
鎮
守
府
調
査
団
が
八
日
以
降
も
実
施
し
た
調

査
に
関
す
る
書
類
や
、
終
戦
直
後
に
そ
れ
ら
調
査
情
報
を
ま
と
め
進
駐
軍
へ
提
出
し
た
際

の
報
告
書
な
ど
も
含
ま
れ
て
い
る
。
本
報
告
書
に
は
、
他
の
調
査
団
か
ら
得
た
情
報
な
ど

を
総
合
し
た
調
査
結
果
に
加
え
、
市
内
の
被
害
状
況
を
撮
影
し
た
写
真
が
添
付
さ
れ
て
お

り
、
文
字
だ
け
で
な
く
視
覚
的
に
も
当
時
の
状
況
を
伺
う
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
点
で
非

常
に
貴
重
な
資
料
と
な
っ
て
い
る
。 

 

こ
れ
ら
の
資
料
群
か
ら
は
、
原
爆
投
下
後
広
島
市
内
へ
派
遣
さ
れ
た
調
査
団
の
う
ち
、

京
都
帝
国
大
学
調
査
団
・
海
軍
広
島
調
査
団
（
大
本
営
海
軍
部
調
査
団
）
・
呉
鎮
守
府
調

査
団
の
動
向
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
と
り
わ
け
海
軍
広
島
調
査
団
は
、
現
地
で
解
散
し

て
し
ま
っ
た
た
め
そ
の
詳
細
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
資
料
が
少
な
く
、
北
川
資
料
は
特
に

貴
重
な
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
今
回
紹
介
す
る
書
簡
の
よ
う
に
、
終
戦
前
の
み
な
ら
ず
終

戦
直
後
に
お
け
る
原
爆
調
査
に
関
す
る
記
録
が
残
っ
て
い
る
と
い
う
点
で
も
、
そ
の
価
値

は
高
い
と
言
え
る
。 

 

ち
な
み
に
原
爆
投
下
後
、
広
島
入
り
し
た
調
査
団
は
前
述
の
他
、
大
本
営
陸
軍
部
調
査

団
（
有
末
精
三
軍
務
局
長
、
理
研
の
仁
科
芳
雄
九

他
）・
大
阪
帝
国
大
学
調
査
団
（
浅
田
常

三
郎
教
授
他
）
等
で
あ
る
。
軍
・
学
術
関
係
者
な
ど
少
な
く
な
い
人
々
が
新
型
爆
弾
の
正

体
を
解
明
す
る
た
め
に
調
査
を
行
っ
て
い
た
様
子
が
明
瞭
に
察
せ
ら
れ
る
。 

 

二 

荒
勝
文
策
の
北
川
徹
三
宛
書
簡
に
つ
い
て 

 

一 

昭
和
二
十
年
八
月
十
七
日
書
簡 

 

こ
こ
か
ら
は
、
書
簡
の
具
体
的
な
内
容
に
つ
い
て
見
て
い
く
。
ま
ず
は
、
冒
頭
で
述
べ

た
昭
和
二
十
年
八
月
十
七
日
、
電
報
の
続
き
と
し
て
送
付
し
た
書
簡
を
取
り
上
げ
る
。 

 

書
簡
の
内
容
は
次
の
通
り
で
あ
る
。（
原
文
マ
マ
） 

 

拝
啓 

参
考
書
類
あ
り
が
た
く
存
候 

当
方
実
験
結
果
ハ
一
昨
日
電
報
に
て
「
シ
ン
バ
ク
ダ
ン
ハ
ゲ
ン
シ
カ
ク
バ
ク
ダ
ン
ト
ハ
ン

テ
イ
ス
」
と
御
通
知
致
置
ノ
通
リ
確
実
ニ
真
正
な
る
爆
弾
ニ
有
之
候 

即
ち
木
村
氏
持
参

之
別
紙
結
果
に
見
る
如
く 

凡
そ
の
材
料
に
亘
り
高
速
度
ニ
ウ
ト
ロ
ン
の
衝
撃
に
基
く
放
射
能
を
示
し
其
の
測
定
せ

る
半
減
期
も
よ
く
こ
れ
と
一
致
せ
る
を
見
る
。 

即
ち
新
爆
弾
は
多
分U

のF

爆
弾
に
て
其
際
発
す
る
高
速
度
ニ
ウ
ト
ロ
ン
は
地
上1

㎠

に
対
し

1
0

^
1
4

以
上
の
密
度
に
て
来
り 

地
下
の
砂
一
米
に
及
ぶ
も
強
さ
表
面
と
異
る
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事
無
き
を
見
る
。
表
中P

及
びC

a

は
馬
の
骨
を
分
析
し
て
得
た
るC

a

・P

に
て
共
に

強
き
放
射
能
を
示
せ
る
を
見
る 

其
他
ガ
イ
子
内

S

に
よ
る
放
射
能
の
強
度
分
布
よ
り
爆
発
中
心
部
の
高
度
の
測
定
を
行

へ
る
等
興
味
深
き
結
果
を
得
た
り 

詳
細
ハ
後
日
学
術
的
報
告
の
形
に
て
御
報
告
致
す
べ
く
候 

荒
勝 

  

本
書
簡
の
内
容
は
、
新
型
爆
弾
を
原
子
爆
弾
と
判
定
す
る
に
至
っ
た
経
緯
に
つ
い
て
簡

単
に
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
文
章
中
に
新
爆
弾
に
つ
い
て
「U

のF

爆
弾
」
と
い
う
記

述
が
み
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
ウ
ラ
ン
の
核
分
裂
反
応
（F

issio
n

）
を
利
用
し
た
爆
弾
の
こ

と
を
指
す
。
本
書
簡
を
荒
勝
が
北
川
へ
送
っ
た
経
緯
を
た
ど
る
と
、
二
人
が
広
島
に
て
調

査
を
行
っ
た
際
に
遡
る
。 

 

八
月
九
日
に
海
軍
広
島
調
査
団
が
、
北
川
を
残
し
て
解
散
し
た
翌
日
、
大
本
営
陸
軍
部

調
査
団
な
ど
関
係
者
を
交
え
て
合
同
の
研
究
会
議
が
広
島
陸
軍
兵
器
補
給
廠
一
〇

に
て
実

施
さ
れ
た
。
こ
の
席
上
、
新
型
爆
弾
に
つ
い
て
意
見
を
求
め
ら
れ
た
荒
勝
は
、
試
料
の
採

集
等
も
十
分
で
な
い
現
時
点
で
は
原
子
爆
弾
と
断
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
旨
述
べ
て

い
る
一
一

。
因
み
に
同
席
し
て
い
た
北
川
は
、
同
会
議
の
内
容
に
つ
い
て
ま
と
め
た
摘
録
内

で
私
見
と
し
て
、
荒
勝
と
同
様
に
新
型
爆
弾
を
原
子
爆
弾
と
断
定
す
る
の
は
時
期
尚
早
で

あ
る
旨
記
し
て
い
る
一
二

。 

 

こ
う
し
た
事
情
か
ら
、
京
大
調
査
団
は
、
新
型
爆
弾
の
正
体
を
原
爆
と
科
学
的
に
証
明

で
き
る
だ
け
の
根
拠
を
探
る
た
め
試
料
採
取
を
中
心
と
す
る
調
査
を
行
っ
た
。
同
調
査
団

の
報
告
書
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
は
次
の
よ
う
な
経
過
を
辿
っ
た
。 

 

十
日
に
広
島
入
り
し
た
調
査
団
は
、
現
地
で
土
壌
な
ど
の
試
料
を
採
取
後
翌
日
京
都
へ

帰
還
。
土
壌
の
放
射
線
量
を
測
定
し
た
と
こ
ろ
、
採
取
地
に
よ
っ
て
大
き
な
差
が
見
ら
れ

る
こ
と
が
判
明
す
る
。
具
体
的
に
は
、
陸
軍
の
西
練
兵
場
（
広
島
城
南
）
と
同
東
練
兵
場

（
広
島
駅
北
側
）
よ
り
採
取
し
た
土
壌
の
う
ち
、
前
者
か
ら
強
い
ベ
ー
タ
線
（
放
射
線
の

一
種
）
の
反
応
を
得
た
一
三

。
し
か
し
、
こ
れ
だ
け
で
は
原
爆
が
投
下
さ
れ
た
こ
と
の
根
拠

と
し
て
は
不
十
分
と
判
断
。
そ
の
理
由
は
、
自
然
界
に
は
元
よ
り
強
い
放
射
能
を
持
つ
土

地
が
存
在
す
る
こ
と
、
こ
の
他
に
も
米
軍
が
空
襲
の
際
、
原
爆
を
使
用
し
た
と
偽
装
す
う

た
め
に
放
射
性
物
質
を
散
布
し
た
可
能
性
が
あ
る
こ
と
な
ど
で
あ
っ
た
。
原
爆
が
投
下
さ

れ
た
こ
と
を
立
証
す
る
に
は
、
核
爆
発
の
際
に
放
出
さ
れ
た
中
性
子
に
よ
り
、
本
来
放
射

能
を
有
し
な
い
は
ず
の
元
素
が
こ
れ
を
持
っ
て
い
る
（
い
わ
ゆ
る
、
放
射
化
が
起
き
た
）

こ
と
を
示
す
必
要
が
あ
っ
た
。
十
三
日
に
再
び
広
島
入
り
し
た
調
査
団
は
、
現
地
で
死
亡

し
た
馬
の
骨
や
電
力
計
に
使
用
さ
れ
て
い
る
磁
石
、
ゴ
ム
タ
イ
ヤ
な
ど
百
種
類
の
試
料
を

百
箇
所
以
上
の
場
所
か
ら
採
取
。
十
四
日
に
帰
学
し
、
そ
の
結
果
が
前
述
し
た
電
報
や
こ

の
書
簡
に
つ
な
が
る
。 

 

書
簡
に
も
あ
る
通
り
、
採
取
し
た
馬
の
骨
に
含
ま
れ
て
い
たP

（
リ
ン
）
やCa

（
カ
ル

シ
ウ
ム
）
か
ら
西
練
兵
場
の
土
壌
と
同
じ
く
、
強
い
ベ
ー
タ
線
反
応
を
得
た
。
さ
ら
に
同

書
簡
に
は
、
現
地
の
土
に
つ
い
て
表
面
と
地
下
一
メ
ー
ト
ル
の
放
射
線
量
を
比
較
し
て
も

同
じ
強
さ
を
示
し
た
こ
と
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
調
査
結
果
よ
り
、
広
島
で
検

出
さ
れ
た
高
い
放
射
線
量
は
放
射
性
物
質
の
散
布
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、
原
子
爆
弾
の

核
分
裂
反
応
に
よ
り
発
生
し
た
高
速
中
性
子
に
よ
っ
て
現
地
の
物
質
が
強
い
放
射
能
を

持
つ
に
至
っ
た
こ
と
が
原
因
と
判
明
し
た
。
京
大
の
調
査
団
は
終
戦
日
当
日
、
確
か
な
科

学
的
根
拠
に
基
づ
い
て
新
型
爆
弾
の
正
体
を
原
子
爆
弾
で
あ
る
と
証
明
す
る
こ
と
に
成

功
し
た
の
で
あ
る
。 

 
荒
勝
は
書
簡
に
て
こ
う
し
た
経
緯
を
簡
略
的
に
説
明
す
る
と
と
も
に
、
「
興
味
深
き
結

果
」
の
一
つ
と
し
て
原
爆
の
炸
裂
位
置
と
高
度
が
判
明
し
た
と
述
べ
て
い
る
。
調
査
報
告

書
に
よ
れ
ば
、
市
内
各
地
に
設
置
さ
れ
て
い
た
電
柱
の
碍
子
に
含
ま
れ
る
硫
黄
に
つ
い
て
、

放
射
線
量
を
測
定
し
、
こ
れ
を
採
取
位
置
と
照
合
し
た
と
こ
ろ
、
爆
心
地
は
護
国
神
社
南

方
三
百
メ
ー
ト
ル
で
炸
裂
高
度
は
、
五
百
メ
ー
ト
ル
近
辺
と
し
て
い
る
。
同
報
告
書
に
は
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こ
の
他
に
も
、
調
査
に
よ
っ
て
判
明
し
た
事
実
が
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
本
書
簡
の
記
述

か
ら
は
、
終
戦
を
挟
ん
で
も
な
お
、
原
爆
調
査
に
対
し
科
学
者
と
し
て
強
い
関
心
を
持
っ

て
取
り
組
ん
で
い
た
様
子
が
窺
え
る
。 

  

二 

昭
和
二
十
年
九
月
二
十
四
日
の
書
簡 

 

原
爆
調
査
の
結
果
報
告
後
も
、
荒
勝
と
北
川
の
間
で
は
書
簡
の
や
り
取
り
が
続
い
て
い

る
。 

 

次
の
書
簡
は
、
昭
和
二
十
年
九
月
二
十
四
日
に
記
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。 

 

貴
書
あ
り
が
た
く
拝
見
致
候 

一
、
前
ニ
広
島
で
調
査
せ
し
分
は
新
聞
（
朝
日
）
ニ
四
日
間
ニ
亘
リ
掲
載
致
置
候 

御
一
覧
被
下
度
候 

二
、
先
日
学
研
よ
り
班
の
通
知
受
け
候 

事
務
官
も
来
学
説
明
有
之
候 

三
、
当
方
研
究
員
広
島
、
大
野
病
院
に
行
き
医
学
方
面
に
協
力
調
査
中 

風
水
害
ニ
会
ひ 

木
村
助
教
授
負
傷 

花
谷
暉
一
（
大
学
院
学
生
）
死
亡
。
堀
重
太
郎
氏
（
副
手 

海

軍
予
備
中
尉
）
行
衛
不
明
。
村
尾
誠
（
助
手
）
又
行
衛
不
明
。
第
三
回
生
学
生
二
名

負
傷
の
報
ニ
接
し
目
下
大
学
は
混
乱
状
態
に
候
。
当
分
調
査
班
の
活
動
は
困
難
ニ
て

前
ニ
得
し
も
の
で
貢
献
致
し
度
存
居
候 

四
、
先
日
来
進
駐
軍
将
校
一
名
、
ド
ク
タ
ー
（
理
論
物
理
）
一
名
通
訳
一
名
来
学 

終
日

ニ
亘
リ
当
研
究
室
を
調
査
し 

当
方
フ
ラ
ン
ク
に
一
切
を
開
放
説
明
し
節
至
て
好

感
を
以
っ
て
分
れ
候 

 
 
 

九
月
廿
四
日 

 
 
 
 
 
 

以
上 

 
 

北
川
中
佐
殿 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

荒
勝 

 

 

本
書
簡
の
要
点
は
二
点
あ
る
。
一
点
は
、
大
野
浦
の
陸
軍
病
院
に
お
け
る
京
大
調
査
団

の
被
災
で
あ
る
。 

 

終
戦
後
も
引
き
続
き
、
荒
勝
研
究
室
の
関
係
者
は
原
爆
の
調
査
を
行
っ
て
い
た
。
こ
れ

と
は
別
に
、
被
爆
者
の
治
療
や
被
爆
の
影
響
を
医
学
的
に
調
査
す
る
た
め
、
京
大
医
学
部

も
広
島
に
調
査
班
を
送
っ
て
い
た
。
こ
の
調
査
班
は
広
島
県
佐
伯
郡
大
野
村
（
現
廿
日
市

市
）
に
所
在
し
た
大
野
浦
の
陸
軍
病
院
を
拠
点
と
し
て
活
動
を
行
っ
て
い
た
。
こ
の
支
援

と
、
広
島
市
内
に
お
け
る
放
射
線
量
の
測
定
な
ど
を
目
的
と
し
て
荒
勝
研
究
室
も
調
査
団

を
向
か
わ
せ
る
。
同
調
査
団
は
九
月
十
六
日
に
病
院
へ
到
着
し
、
翌
日
よ
り
調
査
を
開
始

し
た
。
し
か
し
十
七
日
の
晩
、
枕
崎
台
風
に
よ
る
降
雨
の
影
響
で
同
病
院
の
裏
山
が
土
砂

崩
れ
を
起
し
、
院
内
に
い
た
調
査
団
や
患
者
が
被
災
一
四

。
こ
れ
に
よ
り
荒
勝
研
究
室
の
関

係
者
三
名
が
死
亡
し
た
。
そ
の
中
に
は
、
書
簡
に
も
記
述
が
あ
る
大
学
院
生
の
花
谷
暉
一

も
含
ま
れ
て
い
た
。
花
谷
は
、
前
述
し
た
原
爆
調
査
団
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
土
壌
の
放
射

線
量
の
測
定
を
行
う
な
ど
、
非
常
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。 

本
書
簡
か
ら
は
、
花
谷
を
含
む
関
係
者
三
名
が
亡
く
な
っ
た
こ
と
に
、
荒
勝
が
非
常
に

衝
撃
を
受
け
て
い
る
様
子
が
窺
え
る
。
さ
ら
に
、
「
当
分
調
査
班
の
活
動
は
困
難
」
と
な

る
な
ど
、
原
爆
調
査
の
進
捗
に
も
多
大
な
影
響
を
与
え
た
災
害
と
な
っ
た
。 

 

も
う
一
点
は
、
進
駐
軍
（
米
軍
）
に
よ
る
荒
勝
研
究
室
の
調
査
で
あ
る
。
進
駐
軍
は
、

戦
時
中
に
お
け
る
日
本
の
科
学
技
術
に
つ
い
て
詳
細
な
情
報
を
得
る
た
め
、
理
化
学
研
究

所
や
大
阪
帝
国
大
学
な
ど
学
術
機
関
に
調
査
班
を
派
遣
し
て
い
た
。
戦
時
中
、
海
軍
の
原

子
爆
弾
開
発
に
関
わ
っ
て
い
た
荒
勝
研
究
室
も
そ
の
対
象
と
な
り
、
九
月
中
下
旬
頃
よ
り

調
査
が
行
わ
れ
て
い
る
。 

 
書
簡
に
は
「
フ
ラ
ン
ク
に
一
切
を
開
放
説
明
し
」
た
と
の
記
述
が
あ
る
と
お
り
、
荒
勝

は
情
報
の
提
供
に
つ
い
て
拒
む
こ
と
な
く
進
駐
軍
側
に
協
力
し
て
い
る
。
少
な
く
と
も
こ

の
時
点
で
は
、
進
駐
軍
側
の
調
査
に
対
し
て
は
基
本
的
に
受
け
入
れ
る
態
度
を
取
っ
て
い

た
様
子
が
窺
え
る
。 
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三 
昭
和
二
十
年
九
月
下
旬
〜
十
月
頃
の
書
簡 

 

前
述
の
書
簡
に
引
き
続
き
、
北
川
に
宛
て
ら
れ
た
書
簡
に
は
日
付
が
記
載
さ
れ
て
い
な

い
が
、
「
廿
日
」
の
記
述
が
見
ら
れ
る
た
め
、
九
月
二
十
日
よ
り
後
に
書
か
れ
た
も
の
と

推
定
さ
れ
る
。 

 

御
端
書
あ
り
が
た
く
拝
見
致
候 

長
崎
之
御
調
査
結
果
ハ
色
々
興
味
深
き
事
実
有
之
候
様
拝
察
致
さ
れ
期
待
致
候 

P
u
2
3
9

之
事
抔
御
報
知
被
下
あ
り
が
た
く
候 

毎
日
新
聞
ニ
テ
承
知
推
測
致
候
事
ニ
テ 

前
に
御
貴
殿
並
ニ
黒
田
閣
下
一
五

御
来
学
の
折
も
一
寸
申
上
候
通
り 

小
生
研
究
室
は
実

ハ
あ
れ
の
製
造
之
研
究
を
致
す
所
存
に
て
有
之
候 

既
ニ
あ
の
折
ニ
ハ
文
献
か
出
で
居

り
小
生
研
究
室
員
並
ニ
萩
原
博
士
一
六

共
偶
然
同
じ
問
題
が
研
究
の
真
の
目
標
に
有
之
候 

ひ
し
事
ニ
テ
共
々
意
見
の
一
致
を
喜
び
た
る
事
ニ
有
之
候 
あ
の
折
サ
イ
ク
ロ
ト
ロ
ン

の
製
造
之
必
要
な
る
点
ハ
然
と
御
説
明
申
上
げ
し
次
第
ニ
有
之
候 

只
其
時
名
は
未
だ

こ
れ
無
き
だ
け
に
有
之
候 

後
の
マ
ツ
リ
ニ
有
之
候
へ
ど
こ
の
点
申
上
置
候 

又
御
説
明
のP

u
2

3
9

→U
2

3
5

＋α
 

は
小
生
等
の
其
時
の
ネ
ラ
ヒ
所
な
り
し
も
其
時
迄
の
文
献
で
は
こ
の
寿
命
ハ
永
き
た
め

こ
の
結
果
で2

3
5

を
作
る
事
は
困
難
と
思
ひP

u
2
3

9

のF
issio

n

の
性
質
を
調
べ
た
き

考
へ
迄
は
其
時
考
へ
居
り
し
次
第
に
候 

御
忘
れ
に
な
ら
れ
し
か
と
も
存
じ
、
一
応
申
上

候 兎
ニ
角
日
本
は
遅
か
り
し
事
ニ
候 

只
日
本
は
実
行
力
を
失
ひ
て
後
事
を
始
め
し
事
が

こ
の
結
果
ニ
な
り
し
も
の
と
存
候 

然
し
早
く
着
手
し
て
果
し
て
実
行
力
が
あ
っ
た
か

は
こ
れ
亦
疑
問
な
る
べ
し
と
痛
感
致
候 

然
し
日
本
が
行
く
通
へ
行
く
性
質
を
持
っ
て

い
た
事
だ
け
は
言
ひ
得
る
事
ニ
有
之
候
。
卑
下
す
る
必
要
は
無
之
候 

と
ま
れ
ア
メ
リ
カ
の
爆
弾
がU

2
3
5

かP
u

2
3
9

か
を
明
瞭
ニ
知
度
き
物
ニ
候 

北
川
様 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

荒
勝 

 

二
件 

廿
日
頃
迄
モ
リ
ソ
ン
博
士
一
七

外
二
名
来
学
一
日
中
談
し
合
ひ
候 

又
昨
日
十
名
程
の
第
六
軍
軍
人
来
学 

小
生
研
究
室
の
写
真
、
活
動
等
何
か
ら
何
迄
撮
影

し
帰
り
候 

世
間
の
人
ハ
小
生
身
辺
を
心
配
し
て
呉
れ
候
へ
ど
小
生
は
至
っ
て
平
気
ニ
テ
何
が
起
っ

て
も
覚
悟
致
居
候
又
何
も
起
こ
ら
ぬ
と
推
察
致
居
候 

 

本
書
簡
に
て
、
特
に
興
味
深
い
の
は
、
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
に
関
す
る
記
述
で
あ
る
。
冒
頭

に
長
崎
に
関
す
る
記
述
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
同
所
に
投
下
さ
れ
た
原
子
爆
弾
に
つ
い

て
北
川
か
ら
何
ら
か
の
情
報
提
供
が
あ
っ
た
こ
と
が
推
定
さ
れ
る
。
北
川
本
人
は
、
終
戦

後
で
は
あ
る
が
政
府
よ
り
長
崎
に
派
遣
さ
れ
た
原
爆
調
査
団
に
参
加
し
被
害
状
況
な
ど

を
目
に
し
て
い
る
一
八

。
因
み
に
同
所
へ
の
原
爆
投
下
か
ら
二
日
後
に
は
呉
工
廠
砲
熕
実

験
部
か
ら
も
職
員
が
調
査
の
た
め
派
遣
さ
れ
て
い
る
。
北
川
は
こ
う
し
た
関
係
者
か
ら
も

長
崎
原
爆
に
関
す
る
何
ら
か
の
情
報
を
入
手
し
て
お
り
、
自
身
の
調
査
内
容
と
合
わ
せ
て

荒
勝
に
提
供
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。 

本
書
簡
の
内
容
か
ら
推
定
す
る
と
、
北
川
は
長
崎
へ
投
下
さ
れ
た
原
爆
に
は
、
プ
ル
ト

ニ
ウ
ム
二
三
九
が
使
用
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
点
を
荒
勝
に
伝
え
た
と
考
え
ら
れ
る
。
プ

ル
ト
ニ
ウ
ム
二
三
九
（
陽
子
九
四
・
中
性
子
一
四
五
で
構
成
）
は
、
核
分
裂
反
応
を
起
こ

し
や
す
い
性
質
を
も
つ
物
質
の
一
つ
で
、
広
島
型
原
爆
に
使
用
さ
れ
た
ウ
ラ
ン
二
三
五
よ

り
も
少
な
い
量
で
、
核
爆
発
に
必
要
な
核
分
裂
連
鎖
反
応
を
起
こ
す
こ
と
が
可
能
で
あ
る

こ
と
な
ど
か
ら
、
現
在
で
も
核
兵
器
に
使
用
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
幾
度
か
登

場
し
て
い
る
ウ
ラ
ン
二
三
五
（
陽
子
九
二
・
中
性
子
一
四
三
で
構
成
）
一
九

も
同
じ
く
核
分

裂
反
応
を
起
こ
し
や
す
い
物
質
で
あ
る
が
、
自
然
界
に
存
在
す
る
ウ
ラ
ン
の
内
、
そ
の
割
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合
は
わ
ず
か
約
〇
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
し
か
存
在
し
な
い
。
核
爆
発
を
起
こ
す
た
め
に
は
、

こ
の
二
三
五
の
濃
度
を
九
十
パ
ー
セ
ン
ト
程
度
ま
で
上
げ
る
必
要
が
あ
る
た
め
「
濃
縮
」

と
い
う
行
程
が
重
要
と
な
る
。
し
か
し
こ
の
「
濃
縮
」
が
原
爆
開
発
を
行
う
上
で
大
き
な

課
題
の
一
つ
と
な
り
、
日
本
国
内
で
行
わ
れ
た
ニ
号
研
究
や

F

研
究
は
い
ず
れ
も
こ
の

方
法
を
研
究
し
て
い
る
途
中
で
終
戦
と
な
っ
て
い
る
。 

荒
勝
は
本
書
簡
中
で
、
大
戦
中
北
川
に
も
話
し
た
が
、
自
分
の
研
究
室
で
は
こ
の
プ
ル

ト
ニ
ウ
ム
二
三
九
の
製
造
に
つ
い
て
研
究
を
行
う
つ
も
り
で
あ
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。
書

簡
に
よ
る
と
、
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
二
三
九
を
製
造
す
る
こ
と
に
よ
り
、
さ
ら
に
こ
れ
か
ら
ウ

ラ
ン
二
三
五
を
生
み
出
す
こ
と
が
目
的
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。
そ
の
原
理
は
、
プ
ル
ト
ニ
ウ

ム
二
三
九
が
ア
ル
フ
ァ
線
二
〇

を
放
出
し
て
ウ
ラ
ン
二
三
五
に
変
わ
る
性
質
を
利
用
す
る

と
い
う
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
二
三
九
の
半
減
期
は
約
二
万
年
で
あ
り
、

書
簡
に
も
あ
る
通
り
こ
の
方
法
は
、
当
時
の
研
究
に
よ
っ
て
も
現
実
的
で
は
な
か
っ
た
。

そ
の
た
め
、
荒
勝
は
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
二
三
九
の
核
分
裂
に
つ
い
て
の
性
質
を
研
究
す
る
段

階
ま
で
考
え
て
い
た
、
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
点
は
本
人
に
と
っ
て
特
に
重
要
で
あ
っ
た

よ
う
で
、
「
御
忘
れ
に
な
ら
れ
」
た
の
か
も
し
れ
な
い
の
で
記
載
し
た
と
、
わ
ざ
わ
ざ
断

り
を
入
れ
て
い
る
。 

続
け
て
、
当
時
の
日
本
は
着
手
す
る
の
が
遅
か
っ
た
と
述
べ
、
仮
に
早
く
着
手
し
て
い

て
も
こ
れ
を
実
行
す
る
力
が
あ
っ
た
の
か
は
疑
問
だ
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
恐
ら
く
原
爆

の
開
発
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
荒
勝
本
人
が
当
時
の

F

研
究
に
つ
い

て
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
た
の
か
に
つ
い
て
、
そ
の
一
端
が
窺
わ
れ
る
記
述
で
あ
る
二
一

。 

た
だ
文
末
で
は
、
長
崎
に
投
下
さ
れ
た
原
爆
に
つ
い
て
、
ウ
ラ
ン
二
三
五
と
プ
ル
ト
ニ

ウ
ム
二
三
九
ど
ち
ら
を
使
用
し
た
も
の
な
の
か
、
は
っ
き
り
と
知
り
た
い
旨
を
記
載
し
て

い
る
。
依
然
と
し
て
原
爆
に
対
す
る
荒
勝
の
強
い
関
心
を
窺
わ
せ
る
一
文
で
あ
る
。 

こ
の
他
、
追
伸
に
記
載
さ
れ
て
い
る
内
容
に
つ
い
て
述
べ
る
と
、
進
駐
軍
の
調
査
に
関

す
る
記
述
が
注
目
さ
れ
る
。
研
究
室
の
活
動
の
様
子
な
ど
「
何
か
ら
何
迄
撮
影
し
」
て
い

っ
た
旨
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
前
述
の
九
月
二
十
四
日
付
書
簡
と
比
較
し
て
、
進
駐
軍
側

の
動
き
が
変
化
し
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
。
ま
た
本
人
も
「
何
が
起
っ
て
も
覚
悟
」
し
て

い
る
と
述
べ
て
お
り
、
二
十
四
日
付
書
簡
の
「
フ
ラ
ン
ク
に
一
切
を
開
放
説
明
」
し
た
時

と
は
様
子
が
異
な
る
こ
と
を
感
じ
て
い
る
。
実
際
、
同
年
十
一
月
に
は
、
建
設
中
で
あ
っ

た
京
大
の
サ
イ
ク
ロ
ト
ロ
ン
がG

H
Q

の
命
令
に
よ
っ
て
破
壊
さ
れ
、
荒
勝
は
重
要
な
実

験
・
研
究
手
段
を
失
う
こ
と
に
な
る
。 

 

サ
イ
ク
ロ
ト
ロ
ン
と
は
、
粒
子
加
速
器
の
一
種
で
、
原
子
核
の
研
究
等
で
非
常
に
重
要

な
実
験
装
置
で
あ
る
。
京
大
で
は
戦
時
中
か
ら
こ
の
サ
イ
ク
ロ
ト
ロ
ン
の
建
設
に
着
手
し
、

終
戦
後
も
そ
れ
は
続
け
ら
れ
て
い
た
二
二

。
サ
イ
ク
ロ
ト
ロ
ン
そ
の
も
の
は
あ
く
ま
で
実

験
装
置
で
あ
り
、
原
子
爆
弾
の
製
造
に
は
結
び
つ
か
な
い
も
の
で
あ
っ
た
が
、
米
国
統
合

参
謀
本
部
の
最
終
判
断
に
よ
り
破
壊
が
決
定
さ
れ
る
二
三

。 

書
簡
中
で
は
「
何
も
起
こ
ら
ぬ
と
推
察
」
し
て
い
た
荒
勝
で
は
あ
っ
た
が
、
こ
の
事
件

は
本
人
に
大
き
な
衝
撃
を
与
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。 

 お
わ
り
に 

以
上
、
荒
勝
文
策
よ
り
北
川
徹
三
に
宛
て
ら
れ
た
書
簡
三
通
の
内
容
に
つ
い
て
、
概
観

し
た
。 

こ
れ
ら
書
簡
は
、
そ
れ
ぞ
れ
内
容
は
断
片
的
で
は
あ
る
が
、
終
戦
直
後
に
お
け
る
急
激

な
状
況
の
変
化
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
荒
勝
が
終
戦
日
に
広
島
に
投
下
さ
れ
た
新

型
爆
弾
の
正
体
を
原
子
爆
弾
で
あ
る
と
解
明
し
て
以
後
、
枕
崎
台
風
に
よ
る
京
大
調
査
団

の
被
災
、
進
駐
軍
に
よ
る
研
究
室
の
調
査
、
そ
し
て
長
崎
に
お
け
る
原
爆
調
査
な
ど
様
々

な
事
態
が
短
い
期
間
に
次
々
と
起
こ
っ
た
様
子
が
窺
え
る
。 

し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
状
況
下
で
も
書
簡
か
ら
は
、
荒
勝
本
人
が
広
島
や
長
崎
に
投
下

さ
れ
た
原
子
爆
弾
に
つ
い
て
、
依
然
と
し
て
非
常
に
強
い
関
心
を
抱
い
て
い
る
の
が
わ
か

る
。
と
り
わ
け
長
崎
の
原
爆
に
使
用
さ
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
二
三
九
に
つ
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い
て
は
、
戦
時
中
よ
り
そ
の
性
質
に
つ
い
て
注
目
し
て
い
た
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
自

分
た
ち
の
研
究
内
容
な
ど
に
つ
い
て
は
、
進
駐
軍
に
「
一
切
を
開
放
説
明
し
」
て
い
る
が
、

こ
れ
は
進
駐
軍
側
の
警
戒
心
を
解
く
た
め
で
あ
っ
た
と
推
測
で
き
る
。
引
き
続
き
研
究
を

続
行
す
る
た
め
の
努
力
で
は
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
、
重
要
な
実
験
装
置
で
あ
っ
た
サ
イ
ク

ロ
ト
ロ
ン
は
破
壊
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。 

い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
の
書
簡
三
通
は
当
館
で
展
示
し
て
い
る
、「
新
爆
弾
ハ
原
子
核
爆

弾
ト
判
明
ス
」
電
報
の
そ
の
後
を
示
す
も
の
で
あ
る
と
と
も
に
、
終
戦
直
後
の
混
乱
期
に

お
い
て
荒
勝
が
置
か
れ
て
い
た
状
況
と
、
本
人
の
考
え
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
貴
重
な
資

料
で
あ
る
。 
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【
註
】 

一 

現
在
、
複
製
品
を
展
示
中
。 

二 

こ
れ
は
電
報
原
文
の
横
に
翻
刻
文
と
し
て
ペ
ン
書
き
で
記
載
さ
れ
た
も
の
で
、
電
報
原
文

に
は
「
シ
ン
バ 
ク
ダ 

ン
ハ
ゲ 

ン
シ
カ
ク
バ 

ク
ダ 

ン
ト
ハ
ン
ケ
ツ
ス 

イ
サ
イ
ア

ト 

ア
ラ
カ
ツ
」
と
あ
る
。
傍
線
部
文
が
異
な
る
。 

三 

北
川
徹
三
「
原
子
爆
弾
の
思
い
出
」
一
頁
。
以
下
、
北
川
の
経
歴
等
は
本
資
料
に
よ
る
。 

四 
F

は
核
分
裂
（N

u
cle

a
r F

issio
n

）
よ
り
。
遠
心
分
離
法
に
よ
る
ウ
ラ
ン
二
三
五
の
濃
縮

を
研
究
し
た
。
荒
勝
文
策
やF
研
究
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
政
池
明
『
荒
勝
文
策
と
原
子
核

物
理
学
の
黎
明
』、
京
都
大
学
学
術
出
版
会
、
平
成
三
十
年
を
参
照
の
こ
と
。 

五 

同
調
査
団
は
、
艦
政
本
部
の
安
井
保
門

や
す
か
ど

大
佐
を
団
長
と
し
て
、
軍
令
部
・
軍
務
局
・
海
軍

技
術
研
究
所
な
ど
各
部
局
よ
り
召
集
さ
れ
た
一
二
名
で
編
成
さ
れ
て
い
た
。 

六 

北
川
徹
三
「
広
島
空
襲
被
害
調
査
報
告
」、
昭
和
二
十
年
八
月
十
日
（
北
川
資
料
） 

七 

神
津
梅
子
・
神
津
和
子
・
神
津
直
子
編
『「
坐
花
酔
月
」
神
津
幸
直
追
悼
録
』、
私
家
版
、

昭
和
六
三
年
、
五
～
一
七
頁
。 

八 

三
井
は
キ
ノ
コ
雲
を
目
撃
し
た
際
に
つ
い
て
「
呉
工
廠
の
火
工
部
に
い
て
、
測
距
儀
を
調

整
す
る
山
が
あ
っ
た
ん
で
す
、
吉
浦
に
。
あ
の
上
か
ら
見
て
、
こ
れ
は
て
っ
き
り
ど
う
も
、

ど
う
考
え
て
も
原
子
爆
弾
し
か
考
え
ら
れ
な
い
と
思
っ
た
わ
け
で
す
。
」
と
回
想
し
て
い

る
。（
「
海
軍
反
省
会
記
録
第
三
十
八
回 

原
爆
投
下
―
二
〇
倍
の
国
力
差
が
意
味
し
た
も

の
」、
戸
髙
一
成
編
『
［
証
言
録
］
海
軍
反
省
会
５
』、
株
式
会
社P

H
P

研
究
所
、
平
成
二
五

年
、
三
六
頁
。 

九 

陸
軍
の
原
爆
開
発
計
画
で
あ
る
ニ
号
研
究
の
中
心
人
物
。
同
計
画
は
、
熱
拡
散
法
に
よ
る

ウ
ラ
ン
二
三
五
の
濃
縮
の
た
め
、
実
際
に
分
離
装
置
を
建
設
・
稼
働
さ
せ
た
も
の
の
、
昭
和

二
十
年
四
月
十
三
日
の
空
襲
に
よ
り
焼
失
。（
読
売
新
聞
社
編
『
昭
和
史
の
天
皇4

 
広
島
か

ら
の
第
一
報
』
、
読
売
新
聞
社
、
昭
和
五
五
年
、
一
三
七
頁
。
）
空
襲
を
さ
け
て
分
離
装
置
を

移
設
す
る
途
中
で
終
戦
を
迎
え
た
。 

一
〇 

現
在
の
広
島
大
学
霞
キ
ャ
ン
パ
ス 

一
一 

戸
髙
編
前
掲
書
、
三
九
頁
。 

一
二 

北
川
徹
三
「
広
島
爆
弾
被
害
ニ
対
ス
ル
陸
海
軍
研
究
会
記
事
」、
昭
和
二
十
年
八
月
一
三

日
。（
北
川
資
料
） 

一
三 

京
都
帝
国
大
学
の
原
爆
調
査
団
作
成
の
報
告
書
（
北
川
資
料
）
よ
り
。
以
下
、
京
大
調

査
団
の
調
査
内
容
に
つ
い
て
の
記
述
は
同
資
料
に
よ
る
。 

一
四 

読
売
新
聞
編
前
掲
書
、
三
〇
四
～
三
〇
六
頁
。 

一
五 

黒
田
麗
。
海
軍
少
将
。
昭
和
二
十
年
六
月
よ
り
海
軍
技
術
研
究
所
化
学
研
究
部
長
。
北

川
の
上
官
。 

一
六 

萩
原
篤
太
郎
。
化
学
者
。
原
子
核
反
応
の
研
究
の
た
め
、
荒
勝
研
究
室
に
出
向
し
て
い

た
。（
政
池
前
掲
書
、
四
五
頁
。
） 

一
七 

フ
ィ
リ
ッ
プ
・
モ
リ
ソ
ン
。
米
国
の
原
子
核
物
理
学
者
。
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
計
画
に
参

加
。 

一
八 

北
川
が
長
崎
で
調
査
を
行
っ
た
の
は
昭
和
二
十
年
九
月
二
十
八
日
。
（
文
部
省
原
子
爆
弾

調
査
団
物
理
化
学
班
「
昭
和
二
十
年
八
月
九
日 

長
崎
市
原
子
爆
弾
被
害
状
況
」（
北
川
資

料
）） 

一
九 

現
在
で
も
原
子
力
発
電
所
で
核
燃
料
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
。 

二
〇 

放
射
線
の
一
種
。
陽
子
二
個
・
中
性
子
二
個
か
ら
な
る
ヘ
リ
ウ
ム
原
子
核
（
ア
ル
フ
ァ

粒
子
）
の
流
れ
。
あ
る
核
種
が
ア
ル
フ
ァ
線
を
放
出
し
て
、
別
の
核
種
へ
と
変
化
す
る
こ
と

を
ア
ル
フ
ァ
崩
壊
と
い
う
。 

二
一 

荒
勝
研
究
室
でF

研
究
に
関
わ
っ
た
木
村
毅
一
は
「
京
大
の
場
合
の
原
爆
研
究
は
ひ
と

口
に
い
え
ば
、
原
子
物
理
学
を
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
に
進
め
て
い
く
と
、
そ
の
終
着
駅
が
原
爆
に

つ
な
が
る
と
い
う
こ
と
で
、
海
軍
の
誘
い
に
応
じ
た
わ
け
で
、
は
じ
め
か
ら
原
爆
を
作
る
つ

も
り
で
は
な
か
っ
た
。
時
間
的
に
い
っ
て
、
と
て
も
、
こ
の
戦
争
に
間
に
合
う
わ
け
の
も
の

で
は
な
い
。
」（
読
売
新
聞
前
掲
書
、
一
八
五
頁
）
と
述
べ
、
あ
く
ま
で
研
究
の
重
点
は
学
術

目
的
に
置
か
れ
て
い
た
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。 

二
二 

戸
髙
編
前
掲
書
、
三
二
〜
三
三
頁
。 

二
三 

京
大
や
理
研
、
阪
大
の
サ
イ
ク
ロ
ト
ロ
ン
破
壊
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
政
池
前
掲
書
の

他
、
山
崎
正
勝
『
日
本
の
核
開
発
：1

9
3

9

〜1
9

5
5

 

原
爆
か
ら
原
子
力
へ
』
、
績
文
堂
、
平
成

二
三
年
等
を
参
照
の
こ
と
。 

 

（
当
館
学
芸
員
） 
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